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COVID-19パンデミックに関連した遠隔授業の導入と今後の課題について
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Ⅰ．背景
　COVID-19による感染が世界中にパンデミック的に拡散し，4月からほぼすべての大学で通常通りの授業が行えなく
なった。本大学学生やその保護者からも，カリキュラムや演習・実習，学費に関することなど，多くの不安の声が保健
医療学部にも寄せられることとなった。このような環境下であっても，学生にとって学習の担保のため，本学ではオン
ラインを活用した遠隔授業の導入を早急にスタートすることが求められた。
Ⅱ．本学部での取り組み
　遠隔授業には，会議システム等を用いた同時双方向型とオンデマンド型の２通りの方法がある。本学部でもこの2つ
の形式を併用した遠隔授業を実施していくこととなった。演習や実習については同時双方向性型を活用する一方，座学
の授業においては受講生がおよそ100名から120名と大人数が対象となるため双方向性の担保がとりにくく，それらに
関してはオンデマンド型または一方向型の方式を用いることとなった。
Ⅲ．遠隔授業の課題
　本学では，Google Meetを使用しての遠隔授業を取り入れた。いつもと同じ授業時間に，いつもと同じ教員が，いつ
もと同じ内容を対面の授業ではなくオンラインで授業を実施する，という形は，学生にとっても想像しやすかったので
はないだろうか。
　一方で，遠隔授業を実施する上で重要な点は，通信容量も含めた学生のインターネット環境である。同期型遠隔授業
に必要なインターネット通信容量は多いと想像できる。
　大学より端末やWi-Fiルータの貸し出しを行うことで，遠隔実施に至った。
　遠隔授業の実施について，学生の学習の担保を行うために，オンライン学習弱者に対する配慮が必要となる。オンラ
インツールを使いこなせずに授業に出席できない学生はいないだろうか，長い時間PC画面を見ることにより体調不良
を来してしている学生はいないだろうか，などオンライン学習弱者の存在を想像することが不可欠である。
Ⅳ．おわりに
　看護師には弱者に寄り添う姿勢が求められる。看護師の育成に関わるものが，弱者への配慮に欠けたに欠けた遠隔授
業の展開は学生には決してよきロールモデルとは映らないだろう。
　COVID-19の流行が収まった後も，このような遠隔授業の機会は継続することが予想される。また，5G(第5世代移動
通信システム)の商用運用も開始となった。
　遠隔授業での指導について，今後さらに学習弱者の声を聞き，遠隔授業に取り入れる必要があるだろう。
